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物

数

の

意

昧

債

指

島幸

JII 

虎

物
債
指
数
は
何
を
測
ム
リ
、
何
を
一
軍
す
も
の
で
あ
る
か
。

物
価
唄
指
数
に
闘
す
る
理
論
的
研
究
は
、
内
外
共
に
装
に
多
く
、
極
め
て
精
細
な
る
部
分
的
研
先
に
迄
及
ん
で
ゐ

る
。
併
L
物
倒
指
数
正
呼
ば
れ
る
数
伯
が
.
一
関
例
を
意
味

L
τ
ゐ
る
か
、
ヌ
こ
れ
に
、
如
何
な
る
意
味
を
有
た

し
め
得
る
か
芭
云
ふ
黙
に
就
い

τ
は
、
そ
れ
程
明
確
仁
は
先
日
へ
ら
れ
て
は
お
ら
な
し
。
而
も
こ
れ
が
、
物
債
指
数

研
究

ω基
礎
で
ゐ
h
、
解
決

ω鍵
で
ゐ
る
ご
、
筆
者
は
信
十
る
者
で
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
問
題
を
分
析
解
剖
し
て

見
る
正
、
一
見
甚
だ
蝦
純
な
る
が
如
〈
し
て
、
貨
は
極
め
て
多
岐
な
る
内
容
己
、
考
察
呂
る
ぺ
き
多
〈
の
問
題
を

合
ん
で
ゐ
る
。

従
っ

τ、
斯
〈
の
如
き
問
題
に
制
到
し
、
明
快
な
る
解
答
を
興
へ
る
こ

E
は
、
未
割
問
な
る
筆
者

ω
、
索
4
b
錯
し

待
ぺ
き
所
ピ
は
考
へ
な
い
が
、
問
題
に
謝
す
る
繭
角
を
定
め
る
意
味
に
於
い
て
、
本
稿
に
於
い
て
は
其
の
大
綱
を

捉
へ
る
こ
ご
に
努
め
、
個
々
の
部
分
に
亘
る
細
説
詳
論
は
、
之
れ
を
縦
稿
に
譲
ら
う
Z
思
ふ
。

従
来
設
明
き
れ

τ居
る
所
に
依
れ
ば
、
物
倒
指
数
は
、
貨
幣
の
酬
明
仮
の
猿
動
を
測
・
り
、
且
つ
之
れ
守
一
市
す
も
の

詑

苑

物
倒
指
蜘
白
窓
味

第
二
十
四
巻

三

λ
七

第

鵠

j， 
j， 
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事E

手E

物
倒
指
般
心
意
時

第
二
十
回
答

J、
ノk

1再

就

O 
O 

ご
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
o
滋
に
調
ム
貨
鮮
の
偲
低
ご
は
、

食
併
の
交
換
欄
値
印
L
商
品
又
は
劫
勢
に
品
到
す
る
貨
鮮
の

腕
町
民
力
。
意
に
解
せ
ら
れ
る
o

又
、
物
一
般
指
一
政
は
、
物
一
望
・
準
或
は
一
般
物
僚
主
測
る
も
り
、
或
は
一
市
す
も
い
り
ご

一
誌
は
れ
、
而
し
て
、
物
償
平
準
或
は
一
般
物
価
明
正
貨
鮮
国
間
侃
ご
は
、
逆
数
的
関
係
に
在
る
も
の
さ
せ
ら
れ
る
o
-
』

の
紡
に
就
い
て
は
、

諸
家
の
見
解
を
引
用
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ら
う
o

必
ず
じ
も
多
〈
、

所
カ

こ
れ
で
は
説
明
に
は
な
ら
な
い
o

従
つ

τ又、
物
価
慣
指
数
の
本
質
が
何
ん
で
ゐ
る
か
を
理
解
す
る
、
ご

は
出
来
な
い
。
貨
併
倒
他
、

一
般
物
問
問
、

物
倒
一
中
準
な
る
似
念
が
、
会
〈
不
明
搬
な
も
の
に
か
ら
で
め
る
。
物
倒

こ
れ
に
依
っ
て
表
現
せ
ら
る
ぺ
き
は
、
蛍
然
、
数

何
ん
で
あ
る
か
い
γ

明
確
に
規
定
吉
れ
る
柏
崎

指
数
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
、

一
の
数
量
的
表
現
で
ゐ
る
か
ら
、

量
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

物
倒
指
数
り
意
味
す
る
所
が
、

め
に
は
、

貨
幣
欄
値
、

一
般
物
保
或
は
物
価
間
平
準
が
、

知
何
な
る
帥
m
E
E
t
あ
る
か
uv
、
規
定
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

而
し
て
、

新
〈
し
て

ωみ、
初
め
て
物
倒
山
知
放
の
意
味
は
理
解
し
得
る

ωで
あ
る
o

こ
の
こ
ご
は
‘
多
く
の
場
合
じ
満
足
せ
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
従
っ
て
、
物
倒
指
数
の
意
味
戒
は
目
的
が
何
蕗
に

在
る
か
が
明
に
せ
ら
れ
な
い
γ

。
明
に
せ
ら
れ
な
い
で
物
倒
指
数
を
作
ら
，
フ
ピ
一
両
ふ
、
病
を
知
ら
十
し

τ築
制
測
の
成

方
を
山
県
へ
る
に
も
等
し
き
乱
暴
で
は
あ
る
ま
い
か
、
而
し
て
危
険
で
は
あ
る
ま
い
か

0

岬
臨
時
世
帯
の
傾
城
に
於

ν
て

は
、
斯
か
る
事
例
は
乏
し
く
な
い
。
量
的
弘
る
翻
念
は
、
如
何
に
し

τ測
る
可
き
が
い
奥
へ
ら
れ

τ、
初
め
て
確

定
す
る
。
ぞ
の
原
因
が
何
ん
で
あ
る
ご
炉
、
影
響
が
げ
と
う
で
あ
る
ご
か
、
戒
は
、
言
葉
の
上
で
、
「
る

f
¥引
き

廻
は
し
て
、
控
ね
上
げ

τし
ま
ム
様
な
定
め
方
で
は
、
到
底
、
理
解
は
出
来
な
い

Q

従
っ
て
、
方
向
を
認
へ
て
、
物
倒
指
数
を
規
定
し
、

こ
れ
で
測
っ
た
も
の
が
、
貨
幣
町
闇
値
で
ゐ
h

リ
、
物
問
問
平
準

イ
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で
あ
る
ご
定
め
る
こ
ご
も
出
来
よ
う
。
そ
れ
は
自
由
で
あ
る
。
何
を
何
ん
さ
定
義
し
よ
う
ご
、
要
は
現
質
の
事
象

を
本
質
的
に
坦
解
す
る
以
外
に
何
b
ω
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、
賞
際
に
於
い
て
は
、
郎
防
に
、
貨
幣
傾
佐
或

は
物
侵
挙
準
り
御
念
が
山
県
へ
ら
れ
て
居
り
、
物
侵
指
数
は
、
こ
れ
を
測
る
道
具
或
は
方
法
ご
認
的
ら
れ
て
お
る
の

占
専

が
普
通
で
あ
る
o

而
も
・
の

mnmEご
同
庁
内
目
。
耳
目

E
F
F
Z
-
。町田

uznF
巴
町
内
自
の
5
0
]
V
月
宮
内
側
ロ
F
巴
明
日
仏
号

}
u
z
z
-
5
E
等
の
観
念
は
、
何
等
・
明
確
に
は
山
内
へ
ら
れ
て
は
屑
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
物
伺
指
数
を
作
る

♂

J
d世
出
方
は
奥
へ
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
叉
、
物
価
個
指
数
な
る
も
の
を
、
般
に
作
っ
て
も
、

こ
れ
が
川
市

L
て、

其
υ} 

資
格
ゐ

b
や
否
や
を
俄
す
る
凶
道
芸
へ
な
い
。

多
〈
の
説
明
は
、
債
格
の
畿
化
的
戸
羽
何
度
並
l
其
川
町
向
主
の
匝
々
で
あ
る
こ

Z
を
説
吉
、
共
の
趨
勢
を
蹴
る
も
の

が
一
般
物
債
で
あ
り
、
大
波
、
小
波
、
波
浪

ω勤
き
の
中
に
も
、
一
の
水
卒
線
を
考
へ
得
る
が
如
〈
に
、
物
同
情
卒

準
を
認
め
得
る
ピ
一
五
ふ
も
、
考
へ
得
る
こ
さ
、
、
そ
れ
を
測
る
ヨ
』
正
、
は
会
〈
別
個
の
問
題
で
ゐ
b
、
求
h
u

る
こ

Z
は
、
如
何
な
る
量
を
以
て
物
偲
一
中
準
正
す
る
か
を
決
定
す
る
に
在
る
o

若
じ
、
従
来
の
論
者
の
如
き
態
度
を
以

て
、
経
端
明
事
象
を
量
的
に
取
扱
は
ん
ど
す
る
な
ら
ば
、
〉
そ
の
こ

Z
府
慢
が
矛
盾
可
あ
る
。
筆
者
は
北
の
意
味
に
於

い
て
、
凋
逸
に
於
ぃ

τ、
総
務
統
計
を
論
宇
る

N
r
r
w

〕

FH22ω
見

Y
叶

3
N
E
等
の
皐
者
の
立
場
に
多
〈
の
疑
を

有
ち
、
殊
に
、
共
の
物
侵
指
数
に
劃

τ
る
態
度
的
如
、
さ
は
、
到
底
こ
れ
に
服
す
る
を
得
な
い
。
会
〈
股
昧
そ
の
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

従
つ

τ、
物
倒
指
数
的
研
究
は
、
他
山
経
済
地
中
上
の
諸
問
題
ぜ
共
に
、
先
づ
腿
隊
な
る
翻
念
を
排
除
L
、

を
克
服
す
る
こ
己
に
依
つ
て
の
み
、
初
め
て
可
能
ピ
な
る
υ

第
二
十
回
答

J、
丸

設

施

第

蹴

C 

物
倒
柑
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設

iPIi 

第
二
十
田
谷

liI 

観

O 

物
倒
指
監
の
意
味

三
丸

O

物
倒
指
数
十
」
如
何
に
似
岱
し
、
如
何
に
定
義
す
る
も
白
肉
で
ゐ
る
。
併
し
、
悲
に
問
題
-
と
す
る
所
は
、
従
来
用

ひ
ら
れ
、
且
つ
諭
せ
ら
れ
て
居
る
物
債
指
数
な
る
も
の
が
、
何
を
測
h
、
何
を
一
市
す
か
の
問
題
で
あ
る
o

故
ド
、

其
の
所
調
物
価
慣
指
数
を
吟
味
し
て
見
ね
ば
な
ら
向
。

現
貨
に
、
物
倒
指
数
ご
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
多
数
の
古
川
口
聞
の
、
異
る
二
時
期
に
於
り
る
偵
格

ω比
率
の
卒

均
値
佐
共
の
羽
ど
す
る
時
間
的
数
列
で
め
る
。

或
る
一
定

ω時
に
於
り
晶
、
一
の
商
品
の
一
定
量
の
償
絡
を
向
-
t
L、
他

ω時
に
於
り
る
‘
同
一
の
商
品
の
同

一
量
内
便
秘
を
札
れ
と
す
れ
ば
、
此
等
二
時
期
の
侭
椛

ω
比
率
は
、
札
口
仏
で
あ
る
o

斯
か
る
比
率
を
、
多
数
の
市
川
品

に
就
い
て
求
め
、
此
等
の
比
率
を
平
均
し
、
其
山
り
卒
均
値
を
時
の
副
鍬
?
し

τ見
た
も
仰
が
物
調
指
数
で
あ
る
。

一
般
仁
、
指
数
は
、
統
計
上
、
統
計
的
集
問
即
ち
貨
数
の
総
和
に
於
け
る
、
時
間
的
又
は
川
刷
所
的
の
、
相
動
的

ω

+一キ

的
関
化
を
測
h
且
つ
一
不
f
q

所
内
敷
山
り
系
列
ピ
仰
併
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
物
倒
指
数
の
場
合
は
、
此
の
築
制
が
諸
積
の
償

格
よ
・
り
成
る
も
の
で
あ
る
。

形
式
的
に
見
れ
ば
、
右
の
如
〈
解
[
得
る
が
、
其
の
内
容
ご
す
る
所
の
商
品

ω稲
新
に
依
旬
、
倒
格
的
相
場

ω

建
方
に
依
b
、
比
率
り
分
母
た
る
償
絡
を
求
め
る
時

1
l基
準
|
|
に
依
り
、
叉
、
多
数
の
比
率
十
一
平
均
す
る
其

の
方
法
に
従
J

ノ
て
、
比
九
の
質
質
的
意
義
以
異
な
ら
，
さ
る
を
得
な
い
。
故
に
、
物
債
指
数
を
右
の
如
〈
形
式
的
に
定

義
L
τ
も
、
た
い
v
、
そ
れ
に
り
で
は
、
何
ん

ω意
味
を
有
た
し
む
る

e

』
ご
も
出
来
な
い
。
そ
れ
に
、
一
定

ω内
容

を
奥
へ
る
た
め
に
は
、
賀
川
目
的
仁
規
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

然
る
に
、
従
来
の
多
〈

ω事
者
の
凱
念
せ

や cLFisher. Making or Index Numbers， p. 3 
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し
が
如
き
、
貨
幣
債
値
、
物
償
卒
準
等
を
以
て
し

τは
、
物
債
指
数
に
於
付
る
右
の
内
容
を
定
め
る
何
等
の
根
擦

を
も
典
へ
る
こ
ご
は
由
来
な
い
o
現
に
、
物
倒
指
数
に
劃
し
、
異
論
の
多
量
こ
正
、
そ
れ
向
館
が
こ
い
れ
を
裏
書
す

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

宮
O
吋

m
g
B
P
の
物
債
指
数
に
闘
す
る
説
明
、
批
評
の
如
き
は
、
こ

ω事
貨

を
語
る
通
例
正
し
て
翠
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
。
筆
者
の
満
足
し
得
副
所
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
ニ
、
に
平
均
の
方
法
を
考
ハ
引
見
ゐ
。
平
均
す
る
古
一
五
ふ
こ
ぜ
が
、
数
列
を
表
現
す
る
た
め
の
一
個

の
値
を
求
め
る
こ
ご
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
そ
の
数
列
を
構
成
す
る
値
を
基
礎
ご
す
る
限
り
、
如
何
な

る
数
値
を
も
定
め
得
品
。
数
列
中
の
最
大
値
を
示
す
項
を
採
る
も
最
小
値
の
項
を
用
ふ
る
も
自
由
で
あ
る
ピ
共

に
、
此
の
明
石

ω和
ω
一
一
分
の
一
、
或
は
数
列
の
諸
一
吸
を
大
ち
の
順
序
に
排
列
し
て
、
其
の
最
小
値
を
一
不
す
項
乃

至
は
最
大
備
を
一
不
す
項
よ
hJ
、
一
定
の
順
位
に
在
る
数
値
を
採
る
も
任
意
で
あ
る
o

真
に
、
普
通
に
卒
均
ぜ
謂
は

れ
る
所
の
、
算
術
川
T

均
、
幾
何
平
均
、
調
和
平
均
等
を
用
ふ
る
こ
ご
も
亦
、
勿
論
差
支
へ
な
い
o
k
v
併
し
、
常

仁
一
定
の
方
訟
を
採
る
意
味
己
枚
協
が
無
り
れ
ば
な
ら
臥
o

従
っ
て
、
一
般
に
平
均
百
謂
は
毛
、
裂
を
官
信
し
、

如
何
な
る
場
合
に
も
、
一
中
均
Z
は
、
此

ω型
的
計
算
を
行
ふ
も
の
正
す
る
が
如
き
は
、
理
論
上
無
意
味
な
る
こ
£

の
み
な
ら
守
、
共
の
待
た
る
結
叫
本
が
質
際
仁
何
を
語
る
か
を
知
る
二
ご
が
出
来
な
い
。
什
叫
に
数
理
統
計
で
は
な
い

経
済
統
計
の
問
題
が
横
は
る
。

右
の
如
き
意
味
に
於

τ、
諸
岡
銅
山
怖
の
比
率

ω平
均
が
物
倒
指
数
で
ゐ

b
、
そ
れ
が
似
仁
物
倒
平
準
を
表
は
す
も

の
正
す
れ
ば
、
所
謁
物
価
問
M
T
準
は
幾
伐
に
も
存

l
得
る
筈
で
あ
る
。
叉
幾
械
に
も
存
せ
ね
ば
な
ら
凶
。
併
し
叉
、

一
仮

ω論
者
以
、
債
格
的
擾
動
の
原
因
企
問
題
正
す
る
。
樹
椅
的
援
動
の
原
闘
を
、
貨
幣
側
に
存
す
る
も
の
芭

~~.;":..'元弘恥針叩叶，.. 凶 州 、4山山一

院

物
倒
指
鍛
白
宮
時

第
二
十
四
谷

j>1l 

丸

主再

就
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話

苑

物
倒
描
動
由
意
味

第
二
十
回
答

jL 

部

腕

O 
岡

商
品
側
に
存
f
る
も
り

t
に
分
も
、
前
者
を
一
般
的
・
級
者
を
仰
別
的
或
は
偶
然
的
な
b
ご
す
る
o

而
し
て
、
平

均
す
る
ご
謂
ふ
こ
ご
は
、
仰
別
的
、
偶
然
的
な
る
原
闘
の
影
響
を
除
却

L
、
一
般
的
原
因
に
基
C
結
川
市
を
抽
出
す

も
の

t
解
L
、
債
格
の
比
率
の
平
均
を
求
め
る
ニ
ご
は
、
剖
も
、
一
般
的
原
因
の
結
果
、
換
言
す
れ
ば
、
貨
融
市
側

に
存
す
る
原
因
に
基
(
結
果
を
見
る
こ
ご
で
あ
る
ご
す
る
。

卒
均
を
此
の
意
味
に
解
す
れ
ば
、
一
中
均
似
を
求
め
る
こ
ど
は
、
先
づ
、
そ
の
数
列
が
如
何
な
る
決
差
法
則
に
従

ふ
も
の
で
あ
る
か
を
確
か
め
ね
ば
な

ι一
泊
。
斯
〈
L
て
求
め
得
た
儲
は
、
先
づ
個
別
的
服
悶
ぞ
除
却
し
、
一
般
的

原
凶
に
基
〈
結
巣
を
示

τも
の
芯
考
へ
ら
れ
る
ご
し
て
も
、
一
般
的
原
因
に
基
〈
結
果
が
、
貨
幣
側
に
存
す
る
原

因
、
戒
は
貨
併
に
働
き
か
り
る
原
因
に
よ
る
も
の
ご
す
る
が
縛
め
に
は
、
そ
れ
定
け
の
理
向
が
無
け
れ
ば
な
ら
肉
。

貨
鮮
の
如
何
な
る
性
質
が
、
か
、
る
Mm闘
の
働
き
を
受
げ
て
品
理
化
し
、
而
も
其
織
化
が
量
的
に
表
現

L
得
る
の
で

あ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
、
其
の
蹄
硬
化
の
量
的
表
現
の
可
能
な
る
貨
鮮
の
性
質
ご
は
一
時
何
ん
で
ゐ
る
か
。
こ
の
問

題
の
解
決
せ
ら
る
、
時
、
謀
差
理
論

ω援
加
は
、
我
等
の
卒
均
の
問
題
を
解
決
し
、
従
っ
て
叉
、
物
倒
指
数
の
資

質
的
翻
念
、
郎
ち
、
そ
の
意
味
を
規
定
す
る
o

経
済
統
計
の
問
題
ご
し
て
の
物
価
明
指
数
の
研
究
に
於
い

t
は
、
説

差
理
論
の
援
用
に
先
っ
て
、
商
品
債
格
の
分
析
を
必
要
ご
す
る
。
議
に
、
数
理
統
計
で
は
な
い
経
済
統
計
の
問
題

が
横
は
る

l
lピ
云
ふ
前
言
台
再
び
繰
h
返
へ
し
て
泣
き
た
い
。

以
上
越
べ
た
る
が
如
〈
、
物
倒
指
数
を
形
式
的
に
定
め
て
も
、
共
の
内
容
が
異
な
れ
ば
、
其
の
意
味
は
異
る
o

叉
異
な
ら
r
d

る
を
得
な
い
。
車
に
物
倒
指
数
を
形
式
的
に
定
義
し
て
置
い
て
、
其
の
目
的
に
は
一
つ

L
か
な
い
v
、

否
・
二
つ
戒
は
ニ
つ
以
上
ゐ
る
ご
論
宇
る
が
如
き
は
、
必
抵
、
水
掛
論
仁
過
ぎ
な
い
o

故
に
之
を
資
質
的
に
定
義

日Tissenschaft.S Dic 冒tatistische MetllOde als selbstandige For-chcr， 

296-297 . 
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し
、
そ
の
合
む
意
味
を
規
定
す
る
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
意
味
は
な
〈
、
従
っ
て
又
、
そ
の
意
味
の
範

囲
を
越
へ
て
、
目
的
を
云
縛
し
得
ぬ
ニ

Z
は
一
五
ム
迄
も
な
い
こ

Z
で
あ
る
。
斯
〈
の
如
、
さ
、
秘
め
て
明
ら
か
な
こ

己
が
多
〈
問
題
正
せ
ら
れ
た
ご
一
式
ふ
-
て
己
は
、

物
倒
指
数
の
研
究
が
技
術
的
或
は
形
式
的
に
囚
は
れ
る
所
多
〈
、

経
務
的
意
味
仁
於

τ理
解
し
或
は
研
究
せ
ん
正
す
る
傾
向
の
弱
か
う
た
が
錦
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。

此
の
疑
問
に
劃
し
て
解
答
を
典
へ
ん
が
持
め
に
は
、

是
非
正
も
文
献
的
に
研
究
し
、

多
〈
の
皐
者
が
物
倒
指
数

を
如
何
に
概
念
し
、

そ
れ
に
如
何
な
る
意
味
を
有
た
し
め
た
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

殊
に
、

米
0) 

出
ωrnp
英

の
d
司
ω円
切
『
は
、
物
園
個
指
歎
の
目
的
は
唯
一
仰
の
み
よ
り
な
し
ご
論
争
る
に
割
し
、

百円

nEF
英
の
盟
問
。
，

米
のl

唱
0
1
r
等
は
之
に
謝
す
る
復
数
論
者
己
し
て
著
名
で
あ
り
、

之
等
に
就
い
て
詳
論
す
る
こ
己
は
順
序
で
は
あ
る

が
、
此
り
短
文

ω
よ
〈
し
得
る
所
で
は
な
い
か
ら
・

他
の
部
分
ご
共
に
、

之
を
績
稿
に
譲
り
、

物
欄
指

V
V
A
-
-
守
合
、

寸

6
A
Z
ι
・
白
島
町

数
の
一
方
ゆ
雄
花
る

町民

ω
r
q
が、

物
償
指
数
に
如
何
な
る
意
味
を
有
た
し
め
た
が
を
見
る
に
ご

v
め
よ
う
ご
恩

一一~

ょ
。
我
岡
仁
一
於
て
も

盟
各
2
は
極
め
て
底
〈
知
ら
れ

τゐ
る
。

庚
〈
知
ら
れ
て
ゐ
る
曲
学
者
な
る
が
依
仁
、

而
も
、

今
問
題
ご
す
る
が
如
き
勅
に
就
い
て
は
、

総
り
注
意
さ
れ
て
お
ら
ぬ
が
故
に
、

比
(
の
立
場
を
知
ら
う
Z
思
ふ
の
で

あ
る
。

ヨ 忌 叫 旧 民

立
(
の
有
名
な
る
冨
呉
百
四
O
同

H
E
2
2
z
E
Z
3
6
3
に
就
い
て

国
各
白
の
物
債
指
数
に
闘
す
る
研
究
は
、

窺
ひ
得
ぺ
〈
叉
之
れ
じ
よ
る
を
普
通
ご
す
る
。
併
し
、
此
の
書
に
於

τは
、
物
倒
指
数
は
間
半
に
形
式
的
に
定
義
さ

れ
た
る
に

t
h
v
ま
h
、
ぞ
れ
が
経
憐
上
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
な
る
か
に
就
い
て
は
、
何
等
の
設
明
も
奥

~ 

蹴

-
O
五

宛

物
倒
指
針
。
意
味

第
二
十
四
巻

三
九
三

前

比等山諸島荷自立坊に就い℃は森田優三民自論文(園児鯉出雑雑範囲十巻第

六腕)に制作されτ ゐる o 昨~ Mitchell j'':詳しい Fi~hcr ii蛸間蝶一氏

(綿尚早論集第二容第三披)，、IValshは京藤圭三民(円北、位前議事『二世)ロ

依り、何れも紹介されてゐる。
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註

苑

物
情
指
般
の
意
味

第
二
十
四
巻

九
pg 

銘

晶E

一O
大

へ
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
彼

ω研
究
は
、
専
ら
、

そ
り
形
式
的
要
求
の
満
足
り
範
聞
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
恐

ら
f
其
の
前
吋
著
書
で
ゐ
品
目
目

E
R
F
E
E叫
司
0

5
吋

O
片
足

g
q
M
U
コ-(ロ
0
4
司
自
丘
日
く
一
切
丘

a
G
M
M
)

話
論
苫
れ

t
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

今
、
右
の
「
貨
幣
の
賊
買
力
」
に
就
い
て
見
る
に
、
町
古
}
百
円
の
物
価
間
指
数
作
製
の
目
的
は
、
彼
の
貨
幣
数
量
訪
の

根
強
で
ゐ
る
、
交
換
方
程
式
に
出
品
四
す
る
。
即
も
、
よ
〈
知
ら
れ

τゐ
る
岸
〈
十
ロ
向
、
〈
、
H

門
司
O
が
北
h

の
出
畿

貼
℃
ゐ
る
o

一
定

ω
時
仁
於
け
る
貨
幣
数
量

υ、
両
日
間

ω債
格
ご
某

ω
数
量
の
債
の
纏
和
郎
ち
償
額
の
総
和
で
め

る
。
彼
は
、
右
の
方
判
明
式
的
布
、
過
を
、

M』

U
O
H
]
V・4

ど
す
る
岬
而
し
て
、

T
を
取
引
高
、

p
e
f
物
倒
指
数
を
表

は
す
も
の
ご
し
・
而
も
F
は
.
ト
一
仏
一
の
平
均
で
あ
る
ご
す
る
。

右
の
式
よ

b
、

相

H
2
2か
ら
、

2
2の
卒
均
ご
す
れ
ば
、

T
を
如
何
に
定
め
る
か
に
依

1

n-EHω
卒
均
方
法
は
決
定
す
る
誇
で
あ
る
。
若
し
、

凶守ロ
ρ-

b
J同
!

目
。

正
す
れ
ば
.
P
は
山
口
一
九
刊
の
算
術
平
均
で
ゐ
る
。
或
は
又
、
吋

H
M
3
0
田
ご
す
れ
ど
、

]
v
h
H
M同

b
r
fゆ
る
o
出
回

-

t

H

E

P

7

草

局、

T
を
如
何
に
定
む
る
か
の
問
題
に
蹄
す
る
。
而
し
て
こ
れ
は
、

T
の
取
引
高
を
示
す
倒
額
で
あ
る
こ

Z
に
は

鐙
ち
は
な
い
が
、

之
を
如
何
に
定
り
る
か
は
、

之
に
如
何
な
る
経
済
上
の
意
味
を
合
ま

L
U
る
か
に
依
り
決
定
苫

れ
る
こ
ビ
で
あ
る
。

阪
に
、
或
時
の
取
引
の
伺
額
は
門

p
o
-
ご
定
め
ら
れ
、

P
は
n刊

-
h
を
内
容
ご
す
べ
き
こ
正
は
保
件
づ
り
ら
れ

Fishcr. The Purchasing Powel' of Money， new and問、 iseded.， Ch. X 
and Appendix to Ch. X. 
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て
お
る
の
で
あ
る
か
ら
、

T
は、

此
の
範
閣
内
に
於
て
、

或
る
意
味
eT
宿
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
締
結
ご
し
て
、

叶

H
M
P
ο
-
が
考
へ
ら
れ
、

出
ω
r
q
は
之
を
採
っ
た
り
で
ゐ
る
。

印
も
T
を
ば
、

基
準
時
の
煩
絡
に
於
い
て
比

拙
引
き
る
可
き
時

ω取
引
数
量
そ
取
引
す
る
場
合
に
於
り
る
徳
取
引
川
聞
紙
で
あ
る
正
す
る
o

T
を
斯
〈
削
附
す
れ
ば

同
一
数
量
(
比
峡
さ
る
べ
き
附
の
数
量
)
を
取
引
す
る
仁
要
す
e
Q

二
時
期
に
於
け
る
貨
僻
誌
の
比
率
を
示
す

P
は、

-
」

J

己、h
u
o
e
G

。
物
相
指
数
P
は、

Tω
経
済
上
の
意
味
に
依
作
し

仏
一
一
恥
な
る
形
式
に
保
件
づ
け
ら
れ
て
、
其

ω

意
味
を
有
っ
て
ゐ
る
o

出
島
2
に
於
て
は
、

包
〈
十
足
、
〈
、

H
M目

ν
ο
H
刃叶

を
離
れ
て
、

物
傾
指
数
を
考
へ
待

、r，、。

7
一
L

而
し

τ、
残
る
問
題
は
、
物
似
指
数
が
一
的
問
問
的
数
列
t
I
J
て
、
数
列
の
各
市
唄
の
相
托
比
較
可
能
的
性
質

を
有
せ
し
む
る
こ
ご
で
あ
る
c

諸
々

ω
7
Z
ト
的
問
題
は
、
議
仁
山
資
制
を
有
っ
。
冨
削
wrrM向
。
同

E
r
k
z
c
B
Z
E

は
、
其
の
数
判
明
書
的
意
味
を
離
れ
て
は
、

こ
的
引
の
必
を
内
容
的
什
Y

す
ご
す
る
ご
一
去
っ
て
決
し
て
池
言
で
は
ゐ
る

ま
v
t
思
ふ
。

出

ι百
円
の
物
倒
指
数
り
意
味
は
、
一
般
的
に
は
、
右
の
如
〈
し
て
定
ま
る
の
で
は
ゐ
る
が
、
真
に
、
指
数
構
成

の
内
務
た
る
商
品

ω純
類
品
主
的
倒
締
り
性
質
に
依
り
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
錨
凶

I
於

τ、
そ
の
物
一
樹
指
数
の
仰

別
的
意
味
、
従
っ
て
そ
の
賀
川
を
異
に
す
る
は
、

E
F
2
も
亦
一
同
む
る
所
で
あ
る
。
併
し
、

E
u
r
q
の
斑
一
組
一
切
公

式

:

制

阿

川

村

判

官

共

代

m
z
[
τ
雑
貨
さ
れ
ゐ
比
刊
の
如
吉
公
式
が
、
彼
り
物
罪
者
拠
へ

一
3

t

て
o

d

c

t

て
c
d
一

村
山
貫
録
的
な
る
経
世
上

ω志
怖
を
有
つ

F
で
あ
る
か
だ
う
か
は
疑
問
で
あ
る
c

成
る
形
式
的
な
る
要
求
を
尚
日
ん
す

る
た
め
に
、
質
質
的
怠
昧
を
或
る
祝
皮
に
歪
め
る
こ
ご
は
許
品
百
れ
る
正
し
て
も
、
そ
の
限
界
は
川
監
に
存
す
る

7
λ

ト
よ
b
何
よ
ち
、
吋
E
M司
に
於
て
は
.
こ
れ
が
問
旭
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
、
交
換
方
程
式
を
離

カミ、

誕

苑

物
伺
指
批
白
意
時

活
ニ
十
凹
を

-JL 
五

封5

lb! 

O 
七

Fisher， Purchasing power of Money， pp. 204-205・* 
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設

物
倒
指
監
の
出
品
昧

O 
J、

ブL
プ〈

主主

競

訓包

体
二
十
四
谷

れ
て
観
念
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
別
簡
の
問
題
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
右
の
伽
申
市
で
ゐ
る
。
ニ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
時
期
の
債
格
飽
和
の
比
率
を
求
め
る
こ
ピ
に
な
h
、
殊

に
生
計
費
等
を
考
へ
る
場
合
、
同
じ
生
活
資
料
を
得
る
に
要
ず
る
貨
幣
量
的
経
化
を
'
知
る
こ
己
が
出
来
る
。
卸
責

商
品
、
小
武
商
品
、
粗
製
原
料
・
紡
績
工
業
別
原
料
、
な
ど
己
何
を
選
ん
で
も
よ
れ
を
求
め
る
ヨ
』
ご
が
出
来
る
。

こ
の
意
味
に
於

τ、
右
の
理
想
的
公
式
は
或
郁
り
特
徴
を
宿
す
る
o

そ
の
特
徴
に
最
大
の
償
備
を
認
め
る
者
か
ら

す
れ
ば
、
そ
れ
は
・
た

L
か
に

EEB--、
で
み
る
o

併
し
・
筆
者
は
、
蕊
に
ヨ
ω
r
z
の
物
倒
指
数
に
奥
へ
た
意

味
を
一
員

L
τ
理
加
す
る
二
己

ω出
来
凶
矛
盾
が
あ
・
り
は
せ
両
か
ど
思
ふ
o

勿
論
、
司
町
長
耳

ω交
換
方
桂
式
か
ら
離
れ
て
、
或
る
縦
済
活
動
仁
必
要
な
る
貨
幣
量
の
襲
化
ざ
考
へ
る
限
z

り
に

於
い
て
は
、
物
債
指
数
は
、
府
中
で
あ
り
、
器
活
動
の
性
質
に
よ

h
、
共
取
扱
古
口
問
的
稲
刻
及
そ
の
患

の
性
質
が
定
ま
り
・
そ
山
、
必
要
ピ
す
る
貨
枇
町
並
を
測
る
が
た
め
に
、
必
要
正
す
る
意
味
に
臆
じ
て
W
の
性
質
が

定
ま
る
o

助

ω意
味
に
於

τは
、
物
機
指
数
は
、
何
れ
も
異
な
る
伽
別
的
の
意
味
ご
内
容
ご
を
有
す
る
。
而
し

て
・
か
、
る
物
倒
指
数
は
、
我
等
的
経
焼
事
の
質
際
的
研
究
の
材
料
正
し
て
、
叉
周
回
介
入
に
賞
用
ゐ
る
所
ご
考
へ

る
。
中
川
皐
士
が
、
「
山
山
中
な
る
指
数
仁
大
な
る
魅
力
を
戚
守
る
〕
ご
云
は
れ
る
其
の
立
場
に
謝

L
て
は
、
筆
者

は
‘
右
の
意
味
よ

h
、
賛
同
し
、
夏
に
強
f
之
を
主
張
せ
ん
己
す
る
者
で
あ
る
。

右
の
式
の
意
味
を
・
品
詞
枇
嗣
り
購
買
力

ω麹
化
な
る
言
葉
で
表
現
す
る
こ
ご
は
自
由
で
あ
る
o

こ
の
意
味
に
於
て

は
、
貨
幣
山
購
買
力
の
強
化
は
、
極
め

1
制
限
的

ωも
山
一
で
あ

h
、
個
別
的
の
も
の
で
あ
る
こ
ど
は
云
ム
迄
も
な

一
般
的
な
る
、
最
も
普
遍
的
な
る
意
味
に
於

τ貨
融
市
山
り
購
買
力
の
副
理
化
な
る
も
の
を
思
惟

L
・
右
の
式
に
針

L、
。

中川左長氏「物倒指針白研究」紐沸研究第二笹銘=蹴、 p.218， 神
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仁
、
之
を
求
む
る
が
如
き
は
、
求
む
る
こ

E
自
慢
が
無
理
で
ゐ
る
ば
h
r
b
で
な
{
、
読
で
あ
る
。

然
る
に
、
質
際
仁
於
て
、
食
桜

ω債
伯
或
は
貨
幣
の
購
買
力

t
詞
ひ
、
一
般
物
倒
或
は
物
債
平
準
法
」
調
ふ
は
、

右
の
如
き
仰
別
的
山
も
の
で
は
な
(
、
最
も
北
H

遍
的
仁
し
て
、
唯
一
無
こ
の
あ
る
も
の
を
諌
想

L
τ

ゐ
る
こ
正

は
、
疑
ひ
の
な
い
事
貨
で
あ
る
。
言
来
は
兎
じ
角
、
斯
か
る
も
の
が
果
し
て
存
在
す
る
で
あ
ら
う
か
。
物
倒
指
数

に
、
か
、
る
意
味
を
有
た

L
む
る
こ
ご
が
可
能
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
も
の
、
本
健
全
捉
へ
ね
ば
な
ら
泊
。
蕊
仁

債
格
の
分
析
を
必
要
正
す
る
問
題
が
起
こ
ら

F
る
を
得
な
い
I

。
而
し
て
そ
れ
を
回
避
し
て
は
、
問
題
は
飽
く
ま
で

迷
路
に
古
川
γ

ま
ら
Y
る
を
得
な
い

ωで
あ
る
。
幾
分
冗
長
の
嫌
は
あ
る
が
、
以
下
、
少

L
〈
之
を
述
べ
て
見
よ

ヲ。

四

現
在
、
裁
等
の
日
常
生
活
資
料
は
、
殆
ん

y-全
部
が
商
品
で
あ
る
o

郎
も
、
そ
れ
は
他
人
の
使
用
に
嘗
て
ん
が

縛
め
に
生
産
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
長
ら
ん
が
翁
め
に
生
産
せ
ら
れ
穴
る
財
貨
で
あ
る
。
物
は
布
周
物
わ
い
る
限
ち
に

於
ず
別
賞
己
云
は
れ
る
が
・
山
川
貨
は
交
換
物
た
る
限
り
仁
於

τ商
品
ご
な
る
o

そ
れ
ら
両
日
間
以
、
常
に
一
定
の
物
理
的
数
量
己
、
同
情
格
芭
を
有
っ
て
ゐ
る
。
米
一
升
五
十
鏡
、
砂
糠
一
斤
三
十

銭
正
一
耳
ム
が
如
し
。
物
理
的
数
量
を
有
っ
て
ゐ
る
こ
ご
は
、
物
質
た
る
の
特
性
で
あ

b
、
欄
椅
を
有
つ
|
|
一
定

ぞ
れ
が
常
然
、
貨
幣
正
交
換
さ
れ
る
こ
ピ
、
き
れ
ね
ば
な
ら
泊

の
貨
幣
量
で
表
現
苫
れ
る

l
l
z一
五
ム
-
」
ご
は
、

こ
正
十
一
意
味
す
る
。

然
ら
ば
、
何
故
に
、

一
定
量
の
貨
幣
を
以
っ
て
表
現
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
帥
も
、
何
故
、
貨
御
前
ご
交
換
さ

設

列

O 
Jι 

物
倒
指
般
の
窓
時

第
二
十
四
番

九
七

~> 

a量

一一斗、'



吉
見
る
こ
正
が
出
来
る
。
叉
、
商
品
B
の
債

手H

花

物
倒
指
般
の
意
味

第
二
十
四
巻

三
九
八

第

蹴

O 

れ
ね
ば
な
ら
必
か
、
ぞ
れ
は
斯
〈

L
一1
初
め
て
、
商
品
た
る
こ
ご
の
確
認
せ
ら
れ
た
る
賞
誇
を
得
る
か
ら
で
あ

る
。
交
換
物
た
ら
ん
ご
し
て
、
市
場
仁
提
供
せ
ら
れ
た
ご

L
て
も
、
川
市

L
て
そ
の
希
望
通
h
商
品
た

h
得
る
か
ど

う
か
は
・
誰
れ
も
保
設
せ
ぬ
の
が
、
現
時
の
経
済
組
織

ω特
質
で
ゐ
る
o

今
、
商
品
A
の
X
A
且
が
貨
幣

z
量
ご
交
換
さ
れ
た
芯
一
耳
ふ
ニ
正
は
、
そ
の
商
口
聞
が
商
品
界
全
世
に
於
け
る
そ
の
位

置
を
一
不
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
が
、
換
言
す
れ
ば
、
向
日
聞
の
軍
位
量
は

z
一x
に
け
の
貨
幣
量
卸
ち
侭
伸
明
を
有
す
る
こ

ど
が
一
弔
さ
れ
た
諜
で
ゐ
品
。
然
ら
ば
、

X

量
は
何
故
に
、
貨
僻
z
量
己
交
抽
出
苫
れ
た
が
。
少
〈
ち
両
日
聞
の
一
定
量

百
貨
勝

ω
一
定
量
ピ
が
、
定
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
モ
の
聞
に
何
等
か
の
共
通
畳
V
を
激
想
す
る
。
郎
も
、
今
、
商

品
A
が
合
む
V
の
量

A

己
.
貨
幣
が
合
む
V
り
け
岨
ご
が
比
紋
さ
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
認
に
、
負
併
は

z
蛙
.
世
間
口
聞
は
x

量
言
、
各
ξ
の
数
量
を
以

τ表
現
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
o

で
な
け
れ
ば
、

x
H豆、

z
量
己
定
的
ら
れ
る
諜
が
な

い
。
こ
、
に
、
商
品
凶
物
理
的
数
量
一
車
位
に
今
Ja

れ
る
V
ω
日
佐
川
、
貨
幣
一
単
位
に
合
ま
れ
る
V
を
九
ご
す

れ
ば
右
の
関
係
は
、

H
4
-
H
N
J「
詰

な
る
こ
正
を
意
味
す
る
。

現
在
、
商
品
は
、
商
品
た
る
限
b
、
何
札
も
貨
幣
-
己
交
換
苫
れ
る
。
貨
幣
ご
交
換
3
れ
ね
ば
な
ら

ω。
従
っ
て
、

何
れ
の
商
品
に
も
共
通
最
V
ω
作
在
は
疑
ム
ニ
ご
が
山
本
市
な
い
o
事
貨
で
ゐ
る
o
商
品
の
債
格
が
z
一
六
z
子
、

E
云
は
れ
る
の
は
、

v
h
可
、
町
一
凡
、
を
、
物
理
的
数
量
の
関
係
ご
し
て
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
る
o

い

士

、

商

品

A

の

債

格

を

簡

単

に

引

に

刊

は

町

一

同

表
は
せ
ば
、

九

. . 



絡
を
白
に
て
表
は
せ
ば
、

v
h
一h

'
E
一
川

'
2
↑

川

、

ふ

V
一V
V

一VEEr-

こ
れ
は
、

一
量
は
，
L-

め
な
b
正
せ
ば
、

44 

M
r
H
J叫
「

〈同

司

u
H
d
u勺

計5i[ヲ

〈
お

ま

H
4引叶

、

〈

ぜ

F
H
d剖
判

で
ゐ
品
。

物
倒
指
数
は
、

そ
内
形
式
的
定

そ
の
桃
成
要
素
一
で
ゐ
る
G

司、』

官、

-

d
叫

剖

円

司

、

辺

三

l

i

l

-

-

官、

l
l

〈
阿

l
』

〈

よ

対

a

〈、

S

〈、、“司令[J可イ

説

苑

物
倒
捕
前
山
訟
時

E 
鬼
る
こ
ご
が
出
来
る
。
而

る
も
の
ぜ
見
る
唱
』
ピ
が
山

義
よ
b
す
れ
ば
、

債
絡
の
比
率
・

第
二

1
凹
笹

ーし一
T
L

、

来
る
で
あ

の
平
均
で 異

な
る
時
に

商
品
の
同

同

ら
う
。
商
品
が

n
仰
ゐ
れ
ば
、

ゐ
る
。
放
に
伺
治
の
比
率
が

Jc 
)L 

主品

抗

、'



説

苑

物
倒
指
鉱
山
車
昧

第
二
十
四
容

第

錦

同

0
0

故

仁

震

の

比

率

主

均

す

る

正

一

三

こ

ご

は

・

(

お

・

ギ

)

"

(

お

・

ボ

)

ぃ

i

お
・
お
)
を
平
均
す
る
こ
ご
に
特
色
。
性
、
何
等
か
の
カ
訟
を
施
し
て
求

Y
正
す
れ
ば
、
れ
一
一
れ
の
比

七J

知
る
炉
、
伊
川
町
ゆ
如

-3
向
μ
聞
に
於
り
る
V
の
縫
化
を
知
る
か
、
何
れ
か
の
問
題
仁
師
す
る
。
併
し
、
質
際
に
必

要
B

込
す
れ
ば

U
M
で
め
る
。

に
於

τ、
古
川
町
一
丸

そ

ω意
味
は
、
貨
は
、

従
っ

τ
・

} 

のの
如IJil: 
き li

をを二
求求例
むむ f.

:2. ()) 

元 1: {I民
法 11 お
如 、とざ
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三 VJJlも
も Vヲ;共

iJli 
で
ゐ
b 

側
々
山
商
品
凶
側
格
的
極
化

の
典
へ
ら
れ
る
こ
ピ
を
必
要
ピ
す
る
か

9
b
戸
、
れ
W
4
Q
O

V
M
v
 

'

I

E

川
ノ
如
き
を
除
却
す
る
方
法
で
あ
る

0

4
u
V一

V

此
り
目
的
に
通
ぴ
得
れ
ば
、

抜
に
於
い

1τ
、
そ
の
方

問
題
は

依
に
、

倒
格

ω
比
率
の
平
均
方

h
u
を
求
め
る
方
法
は
、

法
の
何
れ
か
が
、

ι
の
平
均
方
法
が
求
め
る
方
法
で
あ
る
。

方
法
は
規

法
は
限
定
せ
ら
れ
、

H

乙
ん
な
卒
均
方
法
を
採
っ
て
も
よ

ν
正
一
五
ふ
'
}
正
は
山
判
官
ゆ
な

ν。
円
的
に
依
h
、

定
さ
れ
る
o

例
へ
は
幾
何
H
T
均
が
用
ひ
ら
れ
る
ご
す
れ
ば
、

司 1::'-
× 

-01司

凶 1"

X 

5

v

¥

ぐ
J

〈
J

ぐ、
n
N
/

刊
よ
J

ホ)・
4
X
4
x

司
)

で
あ
る
か
ら
、

若
し
幾
何
平
均
が
此

ω目
的
仁
趨
ふ
も

ωで
あ
れ
ば
、

~I-"" 
X 

~IJ 
X 

<:1<: 
議|言

11 
トー

な
る
こ
ご
を
必
要
乙
す
る
。

平
均
す
る
ご
一
再
ふ
以
上
、
数
列
を
構
成
す
る
各
市
引
が
平
均
さ
る
べ
き
僚
件
を
且
(
怖
す
ぺ
き
'
」
正
は
、
今
夏
改
め

τ云
ふ
迄
も
な
い
が
、
右
の
卒
均
方
法
け
い
、
質
際
仁
就
い

τ、
泊
賞
な
る
も
の
を
選
ぶ
よ
b
他
は
な
い
。
こ
れ

.‘、



は
、
前
に
も
述
べ
花
時
四
に
、
そ
の
従
ふ
諜
差
法
則
を
定
め
る
こ
正
、
剖
も
、
誤
差
凪
数
を
定
め
る
こ
ご
に
節
す

る
o

誤
差
胸
数
は
側
画
数
で
ゐ
つ

τ
Y軸
仁
謝
稀
的
で
ゐ
品
。
故
に
・
質
際
問
題
ご
し
て
は
、
回
間
格
比
率
の
度
数

分
布
を
見
る
こ
正
が
必
要
で
ゐ
る
吋

E
m
2
0ユr
等
が
、
物
償
指
数
に
就
い
て
決
差
理
論
を
援
用
す
る
こ
正
は
、

そ
の
物
俄
指
数
論
に
は
幾
多
の
問
題
が
あ
る
が
、
今
、
絡
に

右

ω意
味
に
於

τ、
理
解
し
符
る
正
思
ふ
。
勿
論
、

そ
れ
に
鮒
れ
る
徐
裕
が
な
い
。

以
上
、
逃
ぷ
る
所
に
依
っ
て
、
償
山
相

ω比
率
的
手
均
は
、

側
別
的
派
閥
的
一
作
用
を
除
却
L
、

一
般
原
因
に
依
る

結
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
ご
で
ゐ
り
、
壬
れ
が
所
説
、
貨
仙
川
側
に
ト
作
す
る
も
の
で
あ
る
ご
一
一
ム
ふ
普
通
の
説
明
が
、
何

を
意
味
し
て
ぬ
る
か
が
瑚
解
[
得
る
o

平
均
す
る
己
一
百
ム
こ
吉
仁
、
例
別
原
悶
に
基
〈
結
果
の
除
却
古
一
五
ム
意
味

が
ゐ
る
に
し
て
も
、
た
い
v

漠
然
正
、
北

(ω
意
味
を
妨
げ
た

rけ
で
は
、
経
協
例
市
申
象
の
本
ぽ
を
提
へ
る
こ
ご
は
出
来

な
い
。
筆
者
は
之
れ
を
明
ら
か
に
す
ゐ
た
め
に
、
川
問
時
柿
を
分
析
し
て
数
最

Vω
存
在
を
認
識
l
符
に

ω
で
あ
る
。

経
済
肌
寸
上
所
剤
師
間
前
肌
ピ
は
・
要
す
る
に
、
守
』
の
V
に
興
へ
た
名
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
仁
於
て
は
、
廿
引
は

貨
幣

ω師
岡
値
で
あ
h
、

v
v
・

V

川
は
商
品
の
師
恨
俗
で
あ
る
o

物
債
指
数
は
、
貨
幣
欄
値

ω説
動
を
測
定
す
る

ピ
云
ふ
』
』
ピ
は
、
か
、
る
意
味
じ
於
て
可
能
で
あ
る
。
併
L
、
今
枠
拡
に
は
、
交
換
な
る
事
質
よ

h
数
量
V
の
作
在

を
認
め
た
に
過
ぎ
な
V
o

経
隣
同
恨
俗
論
は
噂
」
の
V

の
本
質

ω
理
解
を
目
的
E
J
a
る
o

V
は
一
的
重
で
あ
る
o
-
』の

品
且
の
本
質
は
、
こ
の
盆
が
如
何
に
し
て
側
広
一
る
、
か
じ
依
h

明
ら
か
に
ゼ
ら
れ
る
o

而
し
て
、
毛
の
測
定
の
方

法
は
、
会
く
、
一
此
曾
に
依
て
規
定
吉
れ
る
o

削
も
・
そ
れ
に
よ
ら
ね
は
な
ら
嗣
方
法
を
肱
曾
が
胤
へ
る
。
此
等
の

問
題
は
、
蕊
に
取
扱
ふ
に
は
依
hzJ
仁
大
で
あ
る
。
こ
、
で
は
、
明
ら
か
仁
V
な
る
量
的
存
在
を
認
め

t
、
物
価
問
指

説

第
一
一
十
回
答
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施

岨
伺
指
般
白
立
味

第
二
十
四
在

問
ζ〉

)/; 

腕

四

数
を
求
め
る
た
め
の
平
均
の
従
ふ
べ
き
怠
昧
を
奥
へ
る
ご
共
に
、
従
来
的
経
済
同
学
の
理
論
に
於

τ、
又
物
価
慣
指
数

ω馴
先
に
於
て
、
同
慣
伯
な
る
言
葉
に
問
は
れ

τ、
副
賞
そ
の
も
の
が
非
自
に
説
め
ら
れ
工
忠
誠
さ
れ
、
小
川
に
浮
べ

る
似
念
に
る
が
如
吉
川
削
を
呈
し
て
を
つ
た
司
』
己
を
注
意
L
て
泣
き
に
h
v

言
思
ふ
o

五

冗
長
な
る
叙
過
を
な
し
来
っ
た
が
、
問
題
は
極
め
て
簡
単
で
あ

b
明
臨
で
ゐ
る
o

物
価
問
指
数
を
倒
絡
の
比
率
の
平
均
値
を
英
政
己
す
品
川
間
的
数
列
ピ
定
義
L
て
も
、

の
御
念
一
1
.
物
倒
指
数
ω
w
H
質
的
内
容
、
k

品
昧
を
蹴
る
も
の
で
は
な
い
九

例
へ
は
、
平
均
ご
一
五
ふ
も
、
意
味
な
く

L
て
、
計
算
の
方
法
が
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
決
[
て
な
い
。
従
っ

τ、
阿
情
物
の
比
率
を
平
均
す
る
に
常
つ
て
は
、
先
つ
如
何
な
る
意
味
を
興
へ
る
か
い

Y

、
先
決
問
題
で
あ
る
。

従
来
設
か
れ
た
所
じ
依
れ
ば
・
貨
僻
的
倒
俗
、
貨
静

ω帥
脚
質
力
、
一
般
物
樹
、
物
倒
挙
準
な
る
似
念
を
以
っ
て

省
的
意
味
の
内
容
ご
L
h
h
o

併
L
、
そ
的
似
念
白
慌
が
甚
だ
陵
隊
で
の
り
、
量
的
方
訟
を
規
定
す
る
こ
と
の
可
能

な
る
程
に
数
量
的
に
正
確
性
を
有
つ
も

ω
正
{
て
は
拠
へ
ら
れ
な
か
円
た
。
従
ハ
て
物
債
指
数
そ
の
も
の
が
、
例

を
意
味
す
る
か
は
、
明
雄
仁
は
理
解
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
埋
解
な
〈
[
て
、
方
法
の
米
附
を
諭
す

る
者
が
多
，
¥
こ
の
末
梢
よ
h
槻
山
ば
、
物
倒
指
数

ω純
情
上
り
怠
味
は
甚
に
疑
は
[
仁
川
山
論
上
、
之
を
否
定

し
去
ら
う
ご
す
る
m

学
者
も
な
い
で
は
な
い
o

併
L
・
そ
れ
は
問
題
を
深
く
見
山
者
で
あ
ち
、
叉
、
物
倒
指
数
仁
、

そ
の
意
味
以
上
的
意
味
を
強
要

1
る
の
徒
で
あ
る
。

国
ω
F
Z
の
如
き
は
物
価
個
指
数
の
研
究
に
於

τ
一
一
似
の
重
鎮
で
あ
ち
、

確
な
も
の
で
ゐ
る
が
、
司
向
島

q
の
方
法
的
も
て
は
や
古
れ
る
割
合
に
.

そ
れ
は
飽
く
ま
で
形
式
的

そ
の
山
県
へ
た
経
済
上
の
意
味
は
か
な
り

E

共
の
立
場
に
就
い

τは
事
者
の
願
み
る
所

084)轄を卑げることが由市る。

此白書/，に就いては出iこ改めて諭fる。

， ， 
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少
な
(
、
又
司
向
島
内
町
自
身
に
於
て
も
必
す

L
も、

後
結

ω
腿
除
機
湖
た
る
も
の
、
多
3
は
一
の
特
質
で
ゐ
る

Q

物
倒
指
数
に
如
何
な
る
意
味
を
有
た
し
む
る
こ
ご
も
自
由
で
あ
る
が
、
た
い
Y

正
確
に
拠
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

筆
者
は
、
物
倒
指
数

ω
泣き
L
て
、
明
一
引
を
重
要
観
す
る
o

言
葉
に
榔
諒
す
れ
ば
、
経
済
活
動
じ
必
要
な
る

貨
幣
量
的
説
化
で
あ
る
o

勿
論
之
れ
を
貨
幣

ω購
買
力
ピ
名
つ
け
る
-
」
己
は
妨
げ
な

v
・
但
、
そ
山
限
定
的
な

る
ぷ
昧
を
有
っ
こ
ご
は
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
な
い
γ
o

回
以
任
。
司
の

2
H
ι
富
山
同
日
』
仏

m
k
z
z
日『

qw-
の
如
き
も
此
の
意
味
仁

於
t
一
つ
の
裂
で
ゐ
る
o

理
想
的
で
ゐ
る
か
、
け
と
う
か
は
共

ω
立
場
仁
よ
っ
て
定
ま
る
こ
ピ
で
み
る
。

右
の
如
き
、
制
限
的
、
制
別
的
で
は
な

L
仁
、
よ
り
一
般
的
な
る
性
引
を
、
意
味
を
、
物
倒
指
数
じ
興
へ
る
?
」

ど
が
山
端
ゆ
る
で
ゐ
ら
う
か
。
品
、
ゆ
一
に
め
に
尚
Hm
山
側
柿
り
分
析
を
試
み
、
蚊
H
m
V
の
存
布
を
雌
辺
!
、
備
ゆ
怖
の
比

主
、
ヘ
ぐ
ミ

J
H

・

玉

、

一

三

)

"

“

一

川

キ
の
卒
均
金
求
u
g

る
正
云
ふ
一
}
ピ

t
(
4
C
N
4
)
な
る
伺
柿
孔
ヰ
μ
ザ
成
内
容
よ
hzJ
、
仏
一
V
な
る
値
を
抽
出
す

そ
れ
が
た
め
ド
は
、
所
説
誤
差
理
論

ω
援
用
を
可
能
H
つ
必
要
ご
し
に
の

一
貫
し
て
お
ら
ぬ
憾
み
が
あ
る
o

経
済
率
的
研
究
に
於
て
、
出

る
こ
ご
に
在
る
こ
己
を
明
ら
か
に
し
、

で
あ
る
。

形
式
的
に
定
義
さ
れ
仕
る
物
債
指
数
に
如
何
な
る
怠
昧
を
輿
へ
る
こ
ど
も
任
意
で
あ
る
が
、
そ
の
志
味
は
明
揃

且
つ
朋
織
な
も
の
で
な
り
れ
ば
こ

ω物
樹
指
数
が
経
済
事
上
、
叉
酬
明
携
の
・
貨
際
に
於

τ意
義
ゐ

h
、
調
他
ゐ
る

こ
と
は
‘
み
一
〈
不
可
能
の
こ
三
に
嵐
す
る
ご
云
ふ
ゆ
が
、
本
文
を
今
回
L
て
わ
作
す
る
筆
者
の
考
で
あ
る
。
阪
に
本

文
の
小
に
於
て
も
諸
所
に
、
物
被
指
数

ω問
題
を
提
示
[
た
が
、
此
等
内
郁
々
な
る
問
題
に
就
い
て
は
、
更
に
稿

営
改
め

τ.
研
究
し
て
見
た
い
ご
思
ム
。
(
一
九
二
六
・
一
一
了
二
五
)
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